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様式３ 

会   議   録 
会議名 

（審議会等名） 
令和４年度 第２回新磯公民館運営協議会 

事務局 

（担当課） 
生涯学習部 新磯公民館 電話 046-256-1900 

開催日時 令和４年９月２９日（木曜日） 午後７時００分～８時３０分 

開催場所 新磯公民館 ２階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員 １８人（別紙のとおり） 

その他 ０人 

事務局 ４人（館長代理 他３人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開 会  
２ 議題等 
（１） 令和４年度前期（９月まで）の利用実績と事業結果につ

いて 
（２） 令和４年度後期（１０月以降）の事業計画について 
（３） 新磯公民館表彰規定に基づく候補者の推薦について 

 ３ 情報交換 
 ４ その他 
   ・自主企画提案事業（２事業）について 
   ・運営協議会研修「あらいその魅力発見講座」について 
   ・「令和４年度 秋の文化展」について 
   ・「子育て講座（家庭教育事業）について 
   ・「第６４回神奈川県公民館大会」について 
   ・「第３４回公民館報コンクール及び令和４年度市公民館連 

絡協議会表彰式」について 
   ・「第５回新磯を友情と絆で走ろう会」について 
 ５ 閉 会 
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協 議 経 過

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 

 

１ 開会 
館長代理より開会宣言。幟川会長より委嘱状交付後、あいさつ。 
 
まん延防止等の措置もなく、地区レクリエーション大会を除き、予定通り事
業が実施できている。 
 

２ 議題等  
会長の進行により会議が進められた。 
公民館事業の考え方については、引き続き１２月末まで継続（延長）となっ

たことを報告。 
 

（１） 令和４年度前期（９月まで）の利用実績と事業結果について 
館長代理から、資料に沿って説明があった。 
 
〇体育部のボウリング教室の参加人数について、延べ人数か。 
●全４回の延べ人数。 
〇各専門部のみなさん、事業の事前準備など大変であったと思う。お疲れ様

でした。ロビーのモニターで報告を見たが、子どもたちの笑顔がすばらしい。

募集人員は何人か。 
   ●３０名募集で２５名の応募があった。当日４名の欠席があった。 
   〇青少年部の皆さんが大変だと思うが、もっとたくさんの子どもたちが参加

できるとよい。 
 
  （２）令和４年度後期（１０月以降）の事業計画について 

  館長代理から、資料に沿って説明があった。 
 会長から、昨年度の「秋の文化展」は大変好評であった。今年度は福祉施

設にも声がけをし、出展をしていただけることになっている。運営協議会委

員の皆さんには、開会式にもご参加いただければと思っている。 
●健康元気部の事業について、日程に訂正あり。楽しく体操③骨盤エクササ

イズの日程について、１１月１５日から１１月２０日に変更となった。 
 
（３）新磯公民館表彰規程に基づく候補者の推薦について 
館長代理から、資料に沿って説明があった。 
添付の封筒に推薦書を用意、推薦を依頼した。 
 
           次ページあり。 
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（５） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ３ 情報交換 
   〇子育て事業は毎月やっていたが、コロナ禍でストップしている。 

「おはなしワニーズ」さんも、何度か来ていただいている。 
   〇似た性格の事業もあるので、タイアップ等が出来ればと思っている。 
   〇地域包括支援センターは、地域の６５歳以上の介護予防事業を行ってお

り、認知症予防ウォーキングを実施している。そのあたりが公民館事業と近

いと考えている。参加者にも公民館事業を案内したりしているので、今後も

情報共有ができたら良いと思う。 
認知症カフェを実施中。認知症を知る機会として開催しており、会場を公

民館に移してから参加者が増えている。 
   〇昨年も米の販売や事業などで公民館にお世話になった。 

今度もお互い交流などを通じて活性化できればと考えている。 
   〇部活動改革が進んでいて、土日どちらかは休みとなっている。 

休みとなった日には地域で活動出来ればと思う。 
情報は生徒に共有したい。 

   〇例年の木工教室は、今年度もコロナの観点から残念ながら中止した。夏休

み明けから学級閉鎖が多かった。青少年部の事業で子どもを笑顔に出来て良

かった。 
〇地区社協が夏休みの学習支援事業として、公民館を利用して実施した。教

員ＯＢや大学生、民生委員などの協力を得ている。中学生も１人参加してく

れた。学習のほか、ゲームや工作なども取り入れているので、遊び感覚で参

加した低学年のこどもが多かった。地区社協側は学力アップを主眼としてい

たが、難しい面もあった。今後も検討していく。 
数年前は、あふりね級の子どもたちとボッチャを愉しんだ。先生は伊藤委 

   員にお願いした。ボッチャサークルもあるので、是非また公民館を会場等に 
使ってほしい。 
 

４ その他 
  館長代理から、順番に説明、案内等があった。 
  ・自主企画提案事業（２事業）について 
    どちらも参加者募集中、周知をお願いしたい。 
  ・運営協議会研修「あらいその魅力発見講座」について 
    運協の研修を兼ねているので、是非出席願いたい。 

 

次ページあり。 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
  

 
  ・「令和４年度秋の文化展」について 
    昨年もたくさんの力作が集まった。今月末まで出展申し込みを受け付けて

いる。開会式は、１１月５日（土）午前１０時から。 
  ・「子育て講座（家庭教育事業）」について 
    公民館でも乳幼児とその親を対象として、子育ての楽しみなどを感じてい

ただく事業を実施していく。周知をお願いしたい。 
  ・「第６４回神奈川県公民館大会」の案内。 
    相模原市が会場の当番になっている。参加要請等がある場合は、ご協力を

お願いしたい。 
  ・「第３４回公民館報コンクール及び令和４年度市公民館連絡協議会表彰式」

について 
    例年は公民館のつどいの中で行っているが、本年度は県公民館大会がある

ため、このような形式で実施される。新磯公民館は、昨年度館報コンクール

で「レイアウト賞」を受賞した。また、令和３年度は伊藤委員が市公連表彰

を受賞している。 
  ・「第５回新磯を友情と絆で走ろう会」について 

現在、体育部を中心に駅伝部門の実施で準備を進めている。今回も新磯小

学校を起点として実施したい。 
実行委員をお願いする委員さんについて、大会を盛り上げるためにご協力

をお願いしたい。 
 
５ 閉会 
  穂苅委員より、後期事業についても創意工夫された内容となっている。私たち

委員も周知行い参加を促し、地域活性化にもつなげていきたいとの発言があり、

閉会した。 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 



5 
 

 
新磯公民館運営協議会委員出欠席名簿 

敬称略、順不同 

Ｎｏ 氏   名 役 職 等 出欠 

1 幟川 泰夫 新磯公民館 館長 出 

2 穂苅 健二 新磯地区自治会連合会 会長 出 

3 佐々木 隆 新磯小学校 校長 出 

4 金子 温 相陽中学校 副校長 出 

5 緑川 由美子 新磯小学校ＰＴＡ 会長 出 

6 島田 大輔 相陽中学校ＰＴＡ 会長 欠 

7 中村 まり 地区子ども会育成連絡協議会 副会長 出 

8 山口 和夫 地区社会福祉協議会 会長 欠 

9 佐田 昌史 地区民生委員児童委員協議会 会長 出 

10 佐藤 秀子 女性団体代表 欠 

11 岡田 茂利 新磯観光協会 会長 欠 

12 磯崎 守志 地区老人クラブ連合 副会長 出 

13 藤野 亙由 新磯商盛会 会長 欠 

14 難波 稔 公民館文化部 部長 出 

15 富田 清重 公民館体育部 部長 出 

16 日下部 洋吏 公民館青少年部 部長 出 

17 比嘉 敏恵 公民館健康元気部 会計 出 

18 米田 シズヱ 公民館広報部 部長 出 

19 伊藤 孜 公民館利用団体協議会 会長 出 

20 早田 栄 新磯高齢者支援センター センター長 出 

21 守屋 樹 新磯こどもセンター 館長 出 

22 曽我 幸央 相模原南児童ホーム 所長 出 

23 太下 なおみ 公募委員 出 

 


